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本論文は、陸渇南(1857~ 1907 <安政 4~明治40) 年)と原敬(1856~1921 <安政 3~大正10) 年)と















































第 1 部 原敬の思想形成一一あるいは多元的日本国民観の形成
本論第 l 部では、原敬の思想形成過程について 3 つの章で論じた。(第 1 . 2 ・ 3 章)
第 1 章 明治啓蒙主義の内面化一一“士族の超越"
第 1 章では、戊辰戦争後、郷里の盛岡を離れて上京した原敬が司法省法学校に入学するまでを追った。































































1875 (明治 8) 年の原によって実現した“士族の超越"は、その数年前に福沢自身が果たしていた士
族籍放棄の再生版といえるし、 1880 (明治13) 年の『報知』紙上に発表された原の政体構想、は、その前
年の福沢によって公表された二大政党制・議院内閣制の導入論とほとんど同じ主旨であった。また、
1881 (明治14) 年に北海道周遊を経験した原が主張したのは、北海道に暮らすアイヌ人たちへの「学問


































第 2 部 陸潟南の思想形成一一あるいは一元的日本国民観の形成
本論第 2 部では、陸渇南の思想形成の過程を 3 つの章で論じた。(第 4 ・ 5 ・ 6 章)
第 4 章 司法省法学校「放廃社」にみる結社と個人
第 4 章では、司法省法学校に入学した陸渇南の立場から、原敬との出会いの意味を捉え返した。 1876
(明治 9 )年 9 月、司法省法学校の第 2 期生として原敬と出会った陸渇南は、やがて「賄騒動」とよば












































前提とした競争によって、敵対する 2 つの政党、及び相反する 2 つの理念が平均されるはずだという競
争原理を根拠とした文明論についても否定した。つまり陸は、イギリス流の二大政党制と議院内閣制の
導入論を主張した福沢諭吉、そしてその構想を受け継いでいた原敬とはまるで正反対の意見を表明して





































































































着目を岐点として、前者は「政党政治J I多民族国家」、後者は「挙国一致体制J I単一民族国家J へと
結実し、それらが明治20年以後の「官J I民」を問わない「日本」構築の準拠理念となっていったこと
が論じられている。
本論文は、幅広い先行研究への目配りに裏打ちされた斬新な切り口、史料にもとづいた着実な論証と
高い構成力によって、日本ナショナリズムの基礎構造に対する新たな展望を切り開いている。その視座
と論証に関しては、今後より精綴なものにしていく余地は残されているが、本論文の成果が斯学の発展
に寄与するところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士(文学)
の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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